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『
盛
岡
藩
宝
暦
の
飢
僅
と
そ
の
史
料
』
兼
平
賢
治
近
年
、
宗
門
H
森
県
史
』
を
は
じ
め
、
盛
岡
部
附
に
関
す
る
史
料
が
翻
潟
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
宝
腐
の
飢
他
に
関
す
る
論
考
と
史
料
一
一
一
点
の
翻
刻
文
を
収
録
し
た
木
容
を
得
た
こ
と
は
、
盛
岡
部
耐
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
勿
論
の
こ
と
、
広
く
近
世
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
著
者
で
あ
る
細
井
計
氏
は
、
平
成
一
四
年
に
岩
手
大
学
寺
附
昨
年
退
官
さ
れ
、
現
庄
は
、
岩
手
大
学
名
誉
教
授
・
東
北
福
祉
大
学
特
任
教
授
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
単
著
に
コ
一
隆
漁
村
を
考
察
さ
れ
た
『
近
枇
の
漁
村
と
海
『
産
物
流
通
』
(
河
出
初
房
新
社
)
と
、
仙
台
滞
の
淡
政
と
淡
村
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
ら
れ
た
円
近
世
東
北
農
村
史
の
研
究
』
〈
東
洋
怒
院
)
が
あ
り
、
ま
た
、
編
著
に
『
岩
手
県
の
歴
史
』
(
山
川
出
版
社
)
や
『
南
部
と
奥
州
道
中
』
(
古
川
弘
文
館
)
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
盛
岡
務
と
仙
台
離
を
お
も
な
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
盛
附
滞
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
家
老
府
日
記
の
「
雑
諮
」
(
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
)
の
刊
行
事
業
(
織
防
市
教
育
委
員
会
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
集
、
第
一
1
一
五
巻
は
熊
谷
印
刷
出
版
部
、
第
一
六
1
一
一
六
巻
は
東
洋
品
川
町
院
)
に
も
、
当
初
か
ら
校
閲
者
と
し
て
あ
た
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
盛
岡
務
研
究
に
裏
づ
け
ら
れ
た
本
魯
収
録
の
論
考
は
、
資
重
な
成
果
で
あ
る
し
、
「
雑
品
川
凶
」
の
校
閲
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
正
確
な
読
み
に
基
づ
く
史
料
の
郁
刻
文
は
、
人
守
後
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
以
下
、
木
市
自
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
替
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
は
し
が
き
論
考
編
盛
凋
落
領
に
お
け
る
ま
暦
の
飢
餓
史
料
編
解
題
凡
例
・
綱
相
州
文
自
然
未
加
記
(
岩
手
県
立
関
設
館
所
蔵
)
飢
餓
考
(
同
右
)
凶
作
見
聞
集
(
吉
田
義
昭
氏
所
蔵
)
論
考
編
で
著
者
は
、
家
老
附
日
記
の
「
雑
設
」
と
「
自
然
米
聞
記
」
か
ら
、
盛
問
問
権
に
お
け
る
宝
燃
の
飢
餓
の
実
態
、
に
迫
る
。
出
蹴
岡
務
で
101 
は
、
元
禄
宝
暦
・
天
間
関
・
天
保
の
飢
餓
を
四
大
飢
鰐
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
宝
暦
の
飢
餓
(
宝
暦
五
六
年
)
は
、
冷
害
か
ら
の
大
凶
作
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
は
、
盛
岡
簿
(
表
向
一
O
万
石
)
の
内
高
に
匹
敵
す
る
m
田
畑
一
九
万
九
七
O
O石
余
の
損
耗
と
な
っ
た
。
穏
で
は
お
救
小
屋
を
建
て
て
飢
人
の
救
済
に
あ
た
っ
た
が
、
施
行
さ
れ
た
駒
は
部
く
、
「
南
無
カ
ユ
花
仏
、
ウ
ス
イ
菩
薩
」
と
皮
肉
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
結
果
、
飢
人
の
多
く
が
餓
死
や
凍
死
し
、
そ
の
数
は
、
領
内
で
四
万
九
五
九
間
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
こ
う
し
た
結
果
を
招
い
た
原
閣
に
、
自
然
的
な
災
答
に
加
え
て
「
人
為
的
な
も
の
が
あ
っ
た
」
、
つ
ま
り
人
災
の
側
首
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
飢
鱗
の
前
年
で
あ
る
宝
勝
四
年
は
豊
作
で
あ
っ
た
が
、
務
は
、
一
O
万
石
と
も
い
わ
れ
る
膨
大
な
盆
の
米
を
廻
米
に
ま
わ
し
て
江
戸
市
場
で
売
却
、
そ
の
利
潤
を
日
光
本
訪
の
手
伝
普
請
に
伴
う
費
用
や
城
下
街
人
へ
の
借
金
返
済
に
あ
て
よ
う
と
し
た
た
め
、
翌
五
年
に
領
内
の
米
が
払
成
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
は
、
飢
鐙
に
苦
し
む
領
民
に
対
す
る
務
の
「
救
之
手
」
は
、
「
難
相
届
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
に
、
宝
暦
の
飢
餓
の
「
人
為
的
」
な
婆
図
を
み
て
い
る
。
な
お
、
盛
間
務
の
宝
眠
闘
の
飢
鐙
に
関
し
て
は
、
菊
池
勇
夫
氏
の
研
究
成
果
(
「
飢
餓
と
施
行
小
康
宝
勝
飢
脱
出
・
戯
岡
市
怖
の
場
合
」
〔
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
臼
本
の
民
衆
文
化
と
政
治
』
掛
川
出
怒
房
新
設
、
一
九
九
二
年
〕
)
が
あ
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
お
く
。
と
こ
ろ
で
、
本
容
の
註
(
印
)
で
は
、
論
考
執
築
時
点
の
情
報
と
し
て
、
『
盛
河
野
ぷ
老
府
羽
記
雑
草
(
東
洋
怒
涜
)
が
宝
暦
年
間
ま
で
刊
行
が
進
ん
で
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
夜
、
第
二
七
巻
の
刊
行
に
む
け
て
準
備
が
進
ん
で
お
り
、
家
暦
年
聞
を
収
録
し
た
第
二
二
1
二
五
巻
も
刊
行
済
み
で
あ
る
。
私
事
だ
が
、
紹
介
者
で
あ
る
兼
平
が
、
は
じ
め
て
「
雑
書
」
刊
行
の
校
閲
を
担
当
し
た
の
が
宝
暦
五
年
で
あ
り
、
本
惑
の
粉
介
文
を
執
筆
し
な
が
ら
、
岩
手
大
学
の
学
部
大
学
院
(
修
士
課
程
)
持
代
の
忽
聞
で
あ
る
細
井
先
生
と
の
ご
縁
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
次
に
史
料
編
に
つ
い
て
は
、
盛
岡
務
の
宝
踏
の
飢
飽
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
「
自
然
米
聞
記
」
、
「
飢
鐙
考
」
、
「
凶
作
見
聞
集
」
の
=
一
点
の
翻
刻
文
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
三
点
の
う
ち
、
横
川
良
助
の
「
飢
鋭
考
」
が
『
岩
手
史
液
』
第
八
巻
(
岩
手
県
立
図
書
館
岩
手
県
文
化
財
愛
護
'
協
会
)
な
ど
に
収
録
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
宝
暦
の
飢
飽
の
約
一
一
O
年
後
に
生
ま
れ
た
横
川
が
「
飢
餓
考
」
を
執
筆
す
る
終
に
、
第
一
に
依
拠
し
た
史
料
が
「
自
然
米
関
記
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
「
自
然
米
聞
記
」
の
著
者
に
つ
い
て
細
井
氏
は
、
宝
跨
七
年
の
成
立
時
に
勘
定
奉
行
所
の
勤
務
で
あ
っ
た
「
小
野
機
十
郎
春
附
」
で
あ
る
と
す
る
工
藤
利
悦
氏
の
説
を
燥
用
し
て
い
る
。
横
川
は
「
自
然
未
聞
記
」
の
記
述
に
、
自
身
が
博
捜
し
た
記
録
や
伝
聞
な
ど
を
取
り
入
れ
て
「
飢
悠
考
」
を
執
筆
し
た
。
{
五
暦
の
飢
餓
の
詳
し
い
実
態
を
、
「
雑
怒
」
と
と
も
に
、
「
自
然
未
聞
記
」
と
「
飢
餓
考
」
102 
を
対
比
検
討
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
一
際
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
盛
岡
務
僚
の
遠
野
に
お
け
る
飢
餓
の
状
況
を
伝
え
る
「
凶
作
見
聞
集
」
で
、
宝
暦
七
年
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
未
刊
で
あ
り
、
そ
の
全
文
紹
介
は
研
究
の
進
展
に
資
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
な
お
、
紹
介
者
で
あ
る
兼
平
は
、
最
近
、
本
設
で
紹
介
さ
れ
た
史
料
一
一
一
点
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
盛
岡
務
の
四
大
飢
催
時
に
お
け
る
「
人
馬
」
の
間
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
(
「
南
部
馬
に
み
る
近
世
間
拘
の
一
生
」
〔
水
本
邦
彦
編
『
人
々
の
営
み
と
近
世
の
自
然
』
環
境
の
日
本
史
第
四
巻
、
土
問
川
弘
文
抽
出
、
刊
行
予
定
〕
)
。
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
以
上
、
設
設
な
研
究
成
架
と
史
料
を
収
録
し
た
本
怒
が
、
多
く
の
ガ
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
綴
っ
て
止
ま
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
座
右
の
設
と
し
て
、
今
後
の
研
究
に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
(
東
洋
怒
院
、
一
一
O
一
一
年
二
月
、
二
九
一
一
一
一
良
、
本
体
三
五
O
O円
)
